
発刊にあたって

平成２０年４月に、「高齢者医療確保法」に基づく特定健康診査・特定保健指導がスタートしました。

この新たな制度に対応するために、人的体制や健診システム等の整備、特定保健指導の受け入れ

支援体制を充実させました。しかし、本制度は当初から不明瞭な点や、実施して見なければわから

ない部分も多く不安を抱えながらのスタートでしたが、果たして不安は適中しました。新しい制度

に関する情報の錯綜、不徹底により、保険者から被扶養者への受診券発行の遅れなどを招き、結果

的に被扶養者の受診数が前年度の３０％にまで減少しました。更に、多くの市町村では各種がん検診

なども同日に受診できる総合健診方式を採っていたため、結核検診やがん検診の受診者数も減少し

ました。

年度の当初は、健診を実施しても結果報告や料金請求の過程で支払代行機関から差し戻される状

態が続きました。その結果、制度の目玉でもある特定保健指導への取組みが遅れ、多くの保健指導

対象者が次年度に持ち越しとなってしまいました。最大の要因としては、急激で大きな制度の変化

が上げられますが、予防を重視するという制度の方向性は決して間違っていないと考えます。

さて、このような大きな変貌を背景にした平成２０年度は、健診全体として前年度対比９７．４％と減

少いたしました。部門別では、少子化の影響で減少が続いている学校保健部門は、対前年比９７．２％

でありました。特定健診の影響が大きかった地域保健部門は、対前年比９４．２％と大きく減少いたし

ました。同様に、人間ドック、環境調査の各部門は対前年比それぞれ９９．８％、９８．４％とやや減少し

ました。唯一の増加は、産業保健部門で対前年比１０２．１％という結果となりました。

また、平成２０年７月には日本人間ドック学会の「人間ドック健診施設機能評価」を受けました。

長年に亘って培ってきた検査や指導の精度、設備、組織体制、更には利用者の満足度や安心といっ

た「健診の質」について高い評価をいただきました。

保健事業を取り巻く環境は、健診や保健サービス事業者の新規参入や他機関との競合といった要

素も加わりますます厳しい事業運営が予測されますが、行政をはじめとして医師会やＪＡなど関係

機関との密接な協力体制の下で、事業内容の充実と一層の経営努力をはかり、県民の信頼と要望に

応えてまいりたいと思います。

関係各位のご支援とご指導をよろしくお願いいたします。

このたび平成２０年度の事業年報第３８号を発刊する運びとなりました。ご高覧の上ご意見ご指導を

賜れば幸いに存じます。

平成２２年２月２８日

財団法人 岩手県予防医学協会

会 長 高 橋 牧之介
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基本理念・基本方針

Ⅰ．基本理念

岩手県民の健康と福祉に寄与する

Ⅱ．基本方針

１．私たちは、健康診断を通じ、県民の健康寿命の延伸、健康

度の向上に努めます

２．私たちは、健康の保持増進に視点を置き、県民が健康で豊

かな生活を営むことができるよう支援します

３．私たちは、常に高い技術と最新の知識の習得に努め、生命

尊重の精神によるサービスを提供します

財団法人岩手県予防医学協会
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お客様の権利と責務

１．個人として常に人格を尊重され、良質なサービスを公平に受

ける権利があります

２．自分が受けている医療サービスについて、十分な説明と情報

を受ける権利があります

３．個人情報やプライバシーについて保護される権利があります

４．自分が受ける医療サービスを理解し、自ら決定する権利があ

ります

５．受診に必要な健康状態に関する情報を正確に伝える責務があ

ります

財団法人岩手県予防医学協会
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人事理念・人事基本方針・期待される職員像

Ⅰ．人事理念

笑顔を創造する人の育成

Ⅱ．人事基本方針

１．自分の役割に責任を持ち、協働して仕事を進めていける環境をつくる

２．自主的に能力向上に取り組み、チャレンジできる環境をつくる

３．モチベーションを高める環境をつくる

Ⅲ．期待される職員像

１．ビジネスパートナーの笑顔を創造する人

２．自分の仕事に喜びを感じ、活き活きと仕事ができる人

３．高い専門能力を有する人

４．常に問題意識を持ち、創造工夫のできる人

５．社会に貢献し模範となる人

財団法人岩手県予防医学協会
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個人情報保護方針（プライバシーポリシー）

財団法人岩手県予防医学協会は、個人情報保護に関する法令及びその他の規範を遵守

し、次のとおり個人情報保護方針を定め、お客様の個人情報保護に厳重な注意を払って

まいります。

１．当協会は、個人情報保護に関する法令及びその他の規範を常に最新の状態に維持す

るとともに、これを遵守いたします。

２．当協会は、お客様の個人情報を取り扱うにあたり、収集、利用、提供、開示、預託

を適正に行い、特に個人情報の破棄に関しては万全を期します。

３．当協会は、故意又は過失により、個人情報が漏洩、改ざん、消去、紛失、窃取、ま

たは不正に利用されることがないように十分なセキュリティー対策を講じ、安全管

理に努めます。

４．当協会は、個人情報に関する＜個人情報保護計画＞を策定し、実施、維持及び継続

的改善に努めます。

５．当協会のすべての役員及び職員に対し、個人情報保護に関する教育を定期的かつ徹

底して行い、その知識及び運用を維持します。

６．当協会は、個人情報はお客様ご本人以外には原則提供いたしません。ただし、市町

村や事業所、健康保険組合などが主催する健康診断等の結果につきましては、主催

団体から照会があれば、お客様ご本人の同意が得られている範囲内においてお知ら

せいたします。

７．上記の基本方針に関するお問合せは、下記までお願いいたします。

お客さま相談窓口

TEL：０１９‐６３８‐７１８５

FAX：０１９‐６３７‐１２３９

E-mail：info@aogiri.org

平成１７年４月１日 制定

財団法人 岩手県予防医学協会

会 長 高 橋 牧之介
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この事業年報は、財団法人岩手県予防医学協会が平成２０年度

（平成２０年４月から平成２１年３月）に実施した事業について

まとめたものである。

【数表の記号について】

●百分率（％）は原則として小数点第２位を四捨五入し、

第１位までを表示した。

●平均および標準偏差は、母集団３０人以上の場合に算出

した。

●表中の記号の用法は次のとおりとした。

空白：係数がない場合

－ ：３０未満のとき

… ：表すことが不適当なとき

０ ：比率がないとき
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総 括

１．平成２０年度事業の概要

２．検査・健診実施状況

３．主な検査・健診実施数の

年度別推移

４．判定基準（平成２０年度版）





１．平成２０年度事業の概要

� 全体
平成２０年度の健診実施数は１，０２７，５１７件、前年
度比９７．４％であった。部門別では、学校保健、
地域保健部門がそれぞれ前年度比９７．２％、９４．２
％と落ち込んだ。特に地域保健部門は昨年に引
続き、大きく減少した。学校保健部門は少子化
の影響を受け減少に歯止めがかからない状態が
続いている。

その他、人間ドックと環境調査部門は前年度比
それぞれ、９９．８％、９８．４％と現状を維持した状
態となった。わずかではあるが、１００％を超え
たのは産業保健部門のみで前年度比１０２．１％で
あった。

� 部門別総括

■学校保健

検査・健診実施数は３８４，４９８件で、前年度比９７．２
％であった。少子化による児童生徒数減少に加
えて、財政上の理由などによる対象学年の縮小
も少なからず影響している。

２００７（平成１９）年４月、国は国民の健康寿命延
伸を目的とし、「新健康フロンティア戦略」を
打ち出した。戦略的な取組として、家庭・地域
の子育て支援や子供の健康対策、食育の推進な
どが盛り込まれている。将来を担う子供たちの
生涯にわたる健康の出発点である小児期におけ
る健康管理はとても重要な鍵となる。

■地域保健

検査・健診実施数は３２４，５３８件で、前年度比９４．２
％と昨年に引き続き大きく減少した。従来、老
人保健法に基づき行ってきた基本健康診査は、
高齢者医療確保法による特定健康診査へ引き継
がれた。

２００８（平成２０）年４月より医療制度改革による
生活習慣病の充実強化策としてメタボリックシ
ンドロームの概念を導入した特定健康診査・特
定保健指導の実施が医療保険者へ義務付けされ
た。しかし、保険者にとっても医療機関にとっ
ても決してスムーズな幕開けとはいかなかった。

総 括

地域住民健診（左：心電図検査 右：胸部Ｘ線撮影）

地域住民健診（尿検査）
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■産業保健

検査・実施数は２６４，６３１件、前年度比１０２．１％で
あった。学校保健や地域保健部門とは対照的に
ここ数年１００％を超える実績となっている。

産業保健部門の中では２００８（平成２０）年１０月よ
り名称変更した全国健康保険協会生活習慣病予
防健診が、前年度比１０８．３％と大きな伸びを示
している。ここ数年、職場での健康診断の他に
個人で受けたい検査を追加して受診するケース
が増えている。既定の項目は一般健康診断や生
活習慣病健診で実施、同時に自己負担で気にな
る検査を追加するという手軽さが好評である。
職場の健康診断も多様化し、一歩踏み込んだ健
診が重要視されている。一人でも多くの顧客の
ニーズに応えていけるよう、事業内容の充実に
努めたい。

■人間ドック

一日人間ドック実施数は１８，５５９件、前年度比
９９．８％であった。専門ドックの実施数は、脳ドッ
ク４４７件、心臓ドック７８７件、肺ドック７４７件、
レディースドック１１５件で、いずれも前年を下
回り、特にレディースドックにおいては前年度
比７５．２％と落ち込む結果となった。

２００８（平成２０）年４月、新しい取組みとして日
本で初めて唾液検査による歯周病検査をオプ
ション検査に加えた。また同年８月には、日本
人間ドック学会から人間ドック施設機能評価認
定を受け、健診の質の良さを高く評価された。
人間ドックセンター開設以来、受診者のニーズ
に対応してオプション検査追加が可能になった
ことで、さらに多くの人々に利用されている。

■追跡調査

追跡調査は、精密検査の受診率向上と健康診断
の精度向上を目的としてがん検診を中心に実施
している。

精密検査受診率が最も高いのは地域保健部門で、
調査票の回収率は９０％を超えている。実施団体
保健師の丁寧なフォローの成果とみている。こ
れに対し産業保健部門は個人への受診勧奨が難
しい状況にあるため、回収率は最も低いのが現

状である。今後も、受診情報をもとに医療機関
に結果を問合せるなど回収率向上に努め、健康
診断の精度向上に繋げていきたい。

■環境調査

平成２０年度実施した作業環境測定数は１３，８９６件、
作業環境以外の測定数は１５４件、計１４，０５０件（前
年度比９８．４％）と現状維持にとどまった。２００５
（平成１７）年の管理濃度改正により、作業環境
測定結果の評価が厳しくなったことを受けて、
第２、第３管理区分の割合は全体の３割近くを
推移している。

作業環境測定以外の環境測定では、学校などの
室内空気環境の測定やダニまたはダニアレルゲ
ン検査の依頼が多くなっている。より健全な学
校生活を送れるよう環境を整備するために、こ
れらの検査の必要性をもっと訴えていきたい。

予防医学事業推進全国大会

中国訪問団受入
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■母子保健

先天性代謝異常症は難治性のものが多いが、中
には早期治療により知的障害に陥るのを防ぐこ
とができるものがある。そのためには生後間も
ない時期に発見し、適切な治療を施すことが重
要となる。母子保健施策として、国は６疾患を
対象に生後直ちの検査を推進しており、当協会
では岩手県から検査委託を受け２００１（平成１３）
年から全項目の検査を実施している。また、胆
道閉鎖症は予後不良の病気ではあるが、早期診
断・早期手術により良好な予後が期待できる。
当協会では医師会からの委託を受け、県内産婦
人科医から回収された検査結果の集計を担当し
ている。

■結核予防

結核や肺がんのない明るい社会を目指し行って
いる募金活動の複十字シール運動は、前年度よ
り３５，４６２円少ない３，４３２，４１６円の浄財を寄せて
いただいた。全国で複十字シール運動によって
寄せられた募金は、結核予防のための検診車の
整備や途上国の結核対策、普及・啓発活動など
に使われている。

２００７（平成１９）年４月、結核予防法が感染症法
に統合されて結核を取り巻く状況は大きく変化
している。結核予防会では、結核にかかる知識
の普及や検診の実施を広く働きかけるとともに、
呼吸器疾患対策や生活習慣病対策へ積極的に取
組んでいる。

■健康支援

健康診断関連支援として、事後指導のほかに電
話相談や講演会の講師派遣といった事業など実
施している。平成２０年度の健康診断事後指導は
３２団体１４７回であった。

これまでの保健指導は健診に付随する位置付け
であった。しかし、平成２０年度から開始された
メタボリックシンドロームの予防施策において、
保健指導に重点を置く新しい考え方が示された。
これからは、従来のプロセス重視の画一的な保
健指導から、結果を出す保健指導への転換が求
められる。そのために生活習慣の行動変容を促
す手法として、健診の経年変化と将来予測を踏
まえた指導が中心となる。

石割桜 電話相談 複十字シール運動
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２．検査・健診実施状況

� 総実施状況

� 部門別検査実施状況
■学校保健

■地域保健

※上段：多項目健診、下段：基本健康診査の実施件数を掲載

区 分
実施件数

前年度実績 対前年度比（％）
計 本 所 県南センター

計 ３８４，４９８ ３８４，４９８ ３９５，５６２ ９７．２

寄生虫卵検査（糞便） １８６ １８６ ２１１ ８８．２
〃 （蟯虫） ３９，０５４ ３９，０５４ ４０，４３３ ９６．６

尿 検 査 １６１，０１７ １６１，０１７ １６４，２４４ ９８．０
貧 血 検 査 ５９，２００ ５９，２００ ６０，４５４ ９７．９
血 液 型 検 査 ２６８ ２６８ ２７２ ９８．５
心 臓 検 診 ４２，４０１ ４２，４０１ ４４，０７２ ９６．２
脊 柱 側 弯 検 診 ８，９３２ ８，９３２ ９，０８６ ９８．３
生活習慣病予防健診 １４，８６５ １４，８６５ １４，３１７ １０３．８
血 圧 測 定 ５，８２１ ５，８２１ ６，２５６ ９３．０
脂 質 検 査 ３，３２９ ３，３２９ ３，７５２ ８８．７
胸 部 Ｘ 線 検 査 ２５，６７３ ２５，６７３ ２６，６６６ ９６．３
腸 内 細 菌 検 査 ５８１ ５８１ ８６１ ６７．５
各 種 二 次 検 査 ８，１６７ ８，１６７ ８，０２５ １０１．８
そ の 他 の 検 査 １５，００４ １５，００４ １６，９１３ ８８．７

区 分 実施件数 前年度実績 対前年度比（％）
計 １，０２７，５１７ １，０５４，９８３ ９７．４

学 校 保 健 部 門 ３８４，４９８ ３９５，５６２ ９７．２
地 域 保 健 部 門 ３２４，５３８ ３４４，４５８ ９４．２
産 業 保 健 部 門 ２６４，６３１ ２５９，２７１ １０２．１
一 日 人 間 ド ッ ク １８，５５９ １８，５８７ ９９．８
専 門 ド ッ ク ６９６ ８３５ ８３．４
環 境 調 査 部 門 １４，０５０ １４，２８３ ９８．４
母 子 保 健 他 ２０，５４５ ２１，９８７ ９３．４

区 分
実施件数

前年度実績 対前年度比（％）
計 本 所 県南センター

計 ３２４，５３８ ２９６，１５７ ２８，３８１ ３４４，４５８ ９４．２

特 定 健 康 診 査 ６１，６３０ ６１，６３０ １１，７８６�
�
�
※

７６，７５０
８５．５

後 期 高 齢 者 健 康 診 査 １４，０６０ １４，０６０
若年者健診／婦人の健康診査 ２，８４７ ２，８４７ ２，５０９ １１３．５
血 液 ・ 生 化 学 検 査 ２５，０７３ ２５，０７３ ３４，４３０ ７２．８
結 核 検 診 ７３，７６０ ４５，６０５ ２８，１５５ ８３，５８３ ８８．２
肺 が ん 検 診 ４５，３４４ ４５，３４４ ４０，２９６ １１２．５
胃 が ん 検 診 ７６９ ７６９ ５４４ １４１．４
大 腸 が ん 検 診 ２３，０６２ ２３，０６２ ２４，５４９ ９３．９
子 宮 が ん 検 診 ４，４８３ ４，４８３ ４，６３７ ９６．７
乳 が ん ・ 甲 状 腺 検 診 ５，０７１ ５，０７１ ４，７５４ １０６．７
前 立 腺 検 診 ３０，３９７ ３０，３９７ ２８，３４６ １０７．２
骨 粗 鬆 症 予 防 検 診 ６，５２６ ６，５２６ ９，６７９ ６７．４
肝 炎 ウ イ ル ス 検 査 １４，０７７ １３，８５１ ２２６ １３，２３６ １０６．４
そ の 他 の 検 査 ・ 健 診 １７，４３９ １７，４３９ ９，３５９ １８６．３
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■産業保健

※循環器系検診の実施件数を含む

■人間ドック

■専門ドック

■環境保健

■その他

区 分
実施件数

前年度実績 対前年度比（％）
計 本 所 県南センター

計 ２６４，６３１ １６３，７８４ １００，８４７ ２５９，２７１ １０２．１

一 般 健 康 診 断 １４４，０７９ ７９，５０１ ６４，５７８ １４１，０２４ １０２．２
特 殊 健 康 診 断 ２８，７０８ ２２，３９５ ６，３１３ ２８，４０３ １０１．１
全 国 健 康 保 険 協 会
生 活 習 慣 病 予 防 健 診

２７，４８１ １４，３３０ １３，１５１ ２５，３６５ １０８．３

生 活 習 慣 病 健 診 ３８，１０７ ２５，８１９ １２，２８８ ４０，４７９※ ９４．１
Ｔ Ｈ Ｐ １０４ １０４ １１０ ９４．５
胸 部 Ｘ 線 検 査 ２，３４８ ２，１５１ １９７ ４，８４１ ４８．５
胃 部 Ｘ 線 検 査 ９１４ ７４７ １６７ ９２２ ９９．１
腸 内 細 菌 検 査 ２，９９３ ２，５６０ ４３３ ３，２９９ ９０．７
各 種 二 次 検 査 ５３６ ２５９ ２７７ ３２６ １６４．４
そ の 他 検 査 ・ 健 診 １９，３６１ １５，９１８ ３，４４３ １４，５０２ １３３．５

区 分
実施件数

前年度実績 対前年度比（％）
計 本 所 県南センター

一 日 人 間 ド ッ ク １８，５５９ １０，７２６ ７，８３３ １８，５８７ ９９．８
オ プ シ ョ ン 検 査 １，７４３ １，６１７ １２６ ３，５４３ ４９．２

区 分
実施件数

前年度実績 対前年度比（％）
計 本 所 県南センター

計 ６９６ ６９６ ０ ８３５ ８３．４

脳 ４４７ ４４７ ５３８ ８３．１
心 臓 ８７ ８７ ９３ ９３．５

肺 ４７ ４７ ５１ ９２．２
レ デ ィ ー ス １１５ １１５ １５３ ７５．２

区 分
実施件数

前年度実績 対前年度比（％）
計 本 所 県南センター

計 １４，０５０ １４，０５０ ０ １４，２８３ ９８．４

粉 じ ん（石綿含む） ４，１７５ ４，１７５ ４，０７３ １０２．５
特 定 化 学 物 質 １，１９６ １，１９６ １，１０１ １０８．６
金 属 ３６０ ３６０ ４４９ ８０．２
有 機 溶 剤 ４，６７０ ４，６７０ ４，８７５ ９５．８
騒 音 ３，２５７ ３，２５７ ３，２８２ ９９．２
そ の 他 ２３８ ２３８ １８６ ０．０
作業環境測定以 外 １５４ １５４ ３１７ ４８．６

区 分
実施件数

前年度実績 対前年度比（％）
計 本 所 県南センター

計 ２１，３６７ ２１，３６７ ０ ２１，９８７ ９７．２

先天性代謝異常等の検査 １１，３５７ １１，３５７ １１，４６０ ９９．１
胆道閉鎖症マススクリーニング検査 ９，１８８ ９，１８８ ９，１５７ １００．３
診 療 所 ８２２ ８２２ １，３７０ ６０．０
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３．主な検査・検診実施数の年度別推移

：平成１９年度までの数字は、多項目・基本健康診査を掲載 ：平成１９年度までの数字は、循環器健診を掲載

年 度

学 校

寄生虫卵検査

（糞便）

学 校

寄生虫卵検査

（蟯虫）

学 校

尿検査

学 校

心臓検診

特定健康診査

／後期高齢者

健康診査

一 般

健康診断

特 殊

健康診断

全国健康保険協会

生活習慣病

予防健診

生活習慣病

健 診

平成２０ １８６ ３９，０５４ １６１，０１７ ４２，４０１ ８２，４６９ １４４，０７９ ２８，７０８ ２７，４８１ ３８，１０７

１９ ２１１ ４０，４３３ １６４，２４４ ４４，０７２ ８６，９５７ １４１，０２４ ２８，４０３ ２５，３６５ １６，００１

１８ ２２７ ４９，２５８ １６７，６５３ ４４，２１４ ８６，７６８ １３８，２４５ ２６，６８５ ２３，７１９ １５，５００

１７ ２１８ ５４，０９９ １６０，２９４ ４５，１１９ ９０，０５３ １３８，０５６ ２５，２５７ ２３，１４８ １５，７８４

１６ ２８８ ６１，１１１ １６３，５４０ ４６，１２７ ９２，０１６ １３８，３２４ ２２，８０７ ２１，４４３ １６，４３８

１５ ３７１ ６４，７３３ １５９，８９２ ４６，９００ １０４，７３２ １４０，２２３ ２２，１５６ １８，７５２ １７，１９１

１４ ２，００４ ６６，７５１ １００，８１６ ４７，２８８ １０４，３６３ １３３，２９３ ２１，４０７ １８，３７４ ２７，９９９

１３ ２，４５１ ６９，６４６ １０１，５３２ ４８，９７８ １０３，２２２ １３８，１１２ ２２，６４５ １６，５５４ ２７，７３９

１２ ２，９３８ ７１，６６６ １００，３８２ ５０，４４２ １０１，２５６ １４０，５２２ ２４，０３４ １６，０４７ ２７，１１２

１１ ４，１６４ ７３，００５ ９６，６９１ ５２，６０１ １００，２３１ １４１，１７９ ２２，９９３ １４，７８０ ２６，８８６

１０ ４，３０４ ７４，９９９ ９４，５８６ ５３，９９６ １００，９９７ １４６，８３３ ２４，１６１ １２，０３５ ２６，７４４

９ ４，４７９ ７８，０８９ ８５，３９８ ５４，４９８ １００，９１６ １４０，６１６ ２４，２２４ ９，６８２ ２６，６４７

８ ６，０５６ ８３，６９０ ８４，５４８ ５５，６５６ １０２，２０１ １３７，７０２ ２４，０７３ ８，８１２ ２５，７１５

７ １０，３１２ ９７，９２７ ８５，２８４ ５５，７７９ １０６，２７３ １３０，９３４ ２３，５８３ ８，０２５ ２５，５３１

６ １４，８１２ １２３，３９６ ８１，７９３ ５５，８４７ １０６，５４１ １２３，７６４ ２２，７００ ６，８１２ ２５，２６６

５ １７，２０４ １２６，４１９ ８１，６５１ ５６，７７７ １０７，８３８ １１３，５６６ ２２，７４７ ６，８９７ ２５，００４

４ １９，９５３ １２９，０３２ ８０，２４１ ５７，１３２ １０６，１６４ １０５，１５５ ２０，８８９ ５，５４３ ２３，０９３

３ ２６，０５４ １３２，３５４ ７７，７１２ ５９，４３４ １０７，１４２ ９９，３９１ ２１，３５３ ４，５２５ ２２，７７３

２ ２８，８４９ １３９，５９７ ７３，９６９ ６０，５９９ １０２，８１１ ８５，１７９ １９，９８７ ３，７３８ ２０，４４５

１ ２９，７１４ １３５，１６１ ６９，４９４ ６０，４８３ ９３，２９０ ５５，０８６ ２４，８３２ ３，５９６ ２５，５８０

昭和６３ ３２，６２９ １３９，１６６ ６１，７４３ ６１，３９９ ５２，８９１ ４９，３０６ ２１，８６８ ２，６２９ ２４，９６０

６２ ３６，７２６ １４２，３２０ ５１，１７５ ５４，９８５ ５５，０４８ ３６，８２１ １８，９８８ ２，１５７ ２４，３００

６１ ４０，７６１ １５２，７２８ ５０，０７３ ４５，２１４ ６２，９１１ ３５，１０７ １８，９２０ ９０６ ２３，８３４

６０ ４３，０６１ １５５，６０６ ４９，９２２ ４７，５７７ ６３，５８２ ３０，９３２ １８，８０３ １，０７４ ２４，６５０

５９ ４６，８６３ １５５，４１８ ５０，２３４ ４５，３９１ ５７，５７７ ２６，８１３ １６，２７２ ６４４ ２３，９２３

５８ ５１，７６１ １５４，４７４ ５１，２９０ ４３，１７０ ５３，２０８ ２２，２５９ １５，５５３ ２６９ ２３，９９９

５７ ５５，２２６ １５３，９３２ ５２，７７２ ３６，１１６ ４９，９１８ ２２，０４３ １６，５２９ ２３，２３３

５６ ５２，９７４ １５１，０３０ ５０，３８４ ３１，７１１ ４８，１３６ １７，１０９ １４，９９７ ２２，１０６

５５ ６１，２１９ １４９，７２７ ４７，５８５ １４，０２３ ４８，８６２ １３，７７２ １３，６６３ ２０，０５４

５４ ６７，４５３ １３９，２９５ ４６，６５５ １２，５２１ ４１，２５８ １３，４２７ １２，８５１ ２０，０９４

５３ ６６，６３５ １３７，３６６ ３９，８０９ ８，９９６ ２９，１９３ ６，３７４ １０，８９９ １７，６７８

５２ ７２，９４２ １１６，５１６ ３７，９３０ ７，８６７ １１，０８１ ６，５６１ ９，７５６ １６，９５６

５１ ７９，６０４ １１５，０２８ ３１，６２１ ７，５３０ １１，６２８ ７，５０８ １６，５６４

５０ ９７，２４３ ９９，０３１ ２７，９５６ ６，４２６ １１，６３２ ５，５５１ １５，６８２

４９ ９５，２７９ ８７，５５０ ２７，００７ ７，９９５ １２，５９４ ４，３５５ １６，７７３

４８ ９８，６９４ ９８，０９５ ４５，９９２ ４，０９５ ６，２３０ ３，１０８ ２０，３９３

４７ １０６，１４３ ７４，５７１ ２０，８２６ ３，０４９ １，０７８ ２，３７７ ６，７５４

４６ ６６，１２８ ５４，８６０ １０，４３４ ３１７ ８５８ １９２
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＊作業環境測定以外の測定を含む

一日人間

ドック
結核検診

肺がん

検 診

胃がん

検 診

大腸がん

検 診

腹部超音波

検 査

骨粗鬆症

予防検診

子宮がん

検 診
環境調査

特定保健

指導
事後指導

１８，５５９ ９４，８３１ ４６，２６０ ６１，８５９ ９２，６０１ ２３，３５９ ２６，３２７ １７，６５１ １４，０５０＊ ３，３８２ １４７

１８，５８７ １０６，４５８ ４１，３６８ ５９，８５６ ７１，６８１ ２３，３３９ ２８，８６８ １７，９６８ １４，２８３＊ ２５６

１８，４３２ １０８，２６５ ３９，８６０ ５７，１７５ ８１，４５０ ２２，８４３ ２８，９５５ １８，０１２ １３，４１１ ３０６

１７，６１３ １１５，５３７ ３７，４１６ ５４，４１６ ８６，９３７ ２２，７３０ ２６，７８４ １８，６７０ １１，５２７ ５４８

１７，２７１ １６１，８５２ ３７，１８４ ５２，２８５ ８２，５９２ ２１，９３５ ２４，３２３ ２４，１９９ １１，５８９ ５０４

１７，３０７ １５８，２８１ ４２，２３２ ５０，７２５ ８０，０９４ ２２，２６５ ２５，７１０ １９，８６６ １１，３２９ ６５４

１７，１１７ １６５，３０９ ４２，４９４ ４９，５９８ ８８，８６３ ２４，７７０ ２４，１３８ ２０，０６６ １０，２６７ ８０１

１６，８０２ １６１，９１１ ４４，０４９ ４８，０８９ ８４，５３０ ２６，１２５ ２６，３３２ ２０，２６８ ９，９０５ ８５０

１６，６１８ １６２，８３８ ４３，９２７ ４６，１２４ ８１，２７７ ２４，９３８ ２５，４６２ １７，６０４ １１，２４６ ８４９

１６，１６６ １７３，５１７ ４４，９０４ ４３，３９２ ７９，０９５ ２２，７８５ ２６，０６０ １６，７１４ １１，１９３ ７４６

１５，９５２ １７９，３６７ ４９，０８０ ４２，２６７ ７７，６４７ ２２，１２４ ２５，６８８ １４，８５５ １１，２１７ ６２７

１５，６０９ １８７，９６５ ４９，９４２ ３８，１０３ ６８，６０３ ２１，１１６ ２７，３３０ １４，９８３ １１，４９６ ６３２

１４，３３１ ８４，５７８ ５０，６７１ ３６，４９４ ６０，３２５ ２１，５８１ ２５，５５３ １４，３９５ ９，７８３ ６４４

１３，２５９ ６７，８１４ ３９，２０７ ３３，８８０ ５５，２６１ １５，９７９ １０，２３６ １３，６０７ ９，４９３ ５３８

１２，６２４ ６９，７４２ ３１，８６５ ２５，８８７ ４０，９１２ １４，６４７ １３，０７９ ８，２８４ ５５３

１１，７７９ ７７，１６６ ３１，６６３ ２８，６７６ ４６，０８４ １４，１１９ １２，３８０ ７，８４０ ５１４

１０，３７１ ７８，５１８ ２５，８９６ ２４，２０９ ３４，０７７ １２，３２２ ９，７６０ ４，８１０ ５８４

９，９７６ ６８，３３０ ２０，４５２ ２２，３６７ ２４，５９５ １１，２３９ ８，７３９ ４，７８７ ４２４

９，６４９ ５０，４０３ １９，０３８ １９，０８０ １２，３９９ １０，４６５ ７，９８９ ４，３０２ ４９７

８，７５９ ４９，８７９ １３，８６０ ２０，３７１ ９，５６７ ９，３９１ ５，４５５ ３，８５７ ５１７

８，８０７ ２８，９４４ １２，２８３ １８，９８１ １０，２００ ８，８８９ ３，６３０ ３，４４２ ５４１

８，３４４ １６，７５９ ８，５８４ １５，４８７ １０，２５２ ８，６６４ ３，４３３ ３，４４１ ５１８

８，０９９ １６，３７３ ２３ １１，２１８ ８，７４６ ８，０７３ ２，８８５ ２，７９５ ４２６

８，２２８ １５，６４８ １１ １１，５０４ ８，７６９ ８，２１７ ２，９９２ ２，２５７ ４１１

７，０５７ １４，４３１ ９ ９，２７９ ８，５９６ ２，６３５ １，６３１ ３９０

６，６６０ １４，０３３ １７ ８，１７４ ７，９６６ ２，３６２ １，３６８ ３３６

６，６４５ ７，７１５ １０５ ７，５７９ ８，６００ ２，５６７ １４０ ４０９

４，４４９ ６，１５２ ６ ５，３１１ ６，４１３ １，８０４ ９４ ２１８

３，２１９ ８，２７２ ３，１９６ ５，８７３ ７３ １６１

４，１００ ２，７０７ ４８ １４１

９，２０９ ２，３２７ １１１

２，１８８ ５４

１，９７９ ５２

２，２６２ ５５

２，３４０ ８４

６８

１２９

２１

３．主な検査・健診実施数の年度別推移 7総 括



４．判定基準（平成２０年度 ※学校検診を除く）

※雇い入れ時健診の場合３０dB聴取になります。

検 査 項 目 基 準 判定

血 圧

（mmHg）

最高血圧 最低血圧

基準範囲

境 界 値

低 値

高 値

９０～１２９

１３０～１３９

８９以下

１４０以上

８４以下

８５～８９

９５以上

ａ

ｂ

ｂ

ｃ

聴 力

（オージオメーターによる）

１０００Hz（３０dB聴取） ４０００Hz（４０dB聴取※）

聴 取
可

可 ａ

ｂ

ｃ

ｃ

不可
３６歳以上

３６歳未満

不可 「可」または「不可」

尿 糖

基準範囲

陽 性

陽 性

（－）

（＋） ＊半定量値１００mg/dlに相当

（－

＝

）以上

検体不適（著しい肉眼的血尿等で試験紙色調判別不能）

ａ

ｂ

ｃ

不能

血 糖（ブドウ糖）

（mg／dl）

空腹時 随 時

基準範囲

境 界 値

低 値

高 値

６０～１０９

４０～５９ １１０～１２５

３９以下

１２６以上

６０～１３９

４０～５９ １４０～１９９

３９以下

２００以上

ａ

ｂ

ｃ

ｃ

ヘモグロビンA１c

（％）

基準範囲

境 界 値

高 値

４．０～５．４

５．５～６．０

６．１以上

低 値 ３．９以下

ａ

ｂ

ｃ

ブドウ糖負荷試験

（GTT）

（静脈血漿）

（mg／dl）

血 糖 空腹時値 １時間値 ２時間値

正 常 型 １０９以下 １７９以下 １３９以下

糖尿病型 １２６以上 ２００以上

正 常 型：全て正常型血糖値の場合

境 界 型：正常型にも糖尿病型にも属さない場合

糖尿病型：どちらか一方または両方が糖尿病型血糖値の場合

ａ

ｂ

ｃ

便

寄生虫卵
基準範囲

陽 性

（－）：虫卵なし

（＋）：虫卵あり

潜 血

基準範囲

陽 性

判定不能

（－）

（＋）

１日分の検体：今回提出した分は（－）でしたが、１回分では判断できません

ａ

ｃ

不能

尿

蛋 白

基準範囲

弱 陽 性

陽 性

判定保留

（－）

（±）

（＋）以上

生理中で潜血（＋）以上で蛋白（＋）以上

検体不適（著しい肉眼的血尿等で試験紙色調判別不能）

ａ

ｂ

ｃ

保留

不能

潜 血

基準範囲

弱 陽 性

陽 性

判定保留

（－）

（±）

（＋）以上

生理中で（＋）以上

検体不適（著しい肉眼的血尿等で試験紙色調判別不能）

ａ

ｂ

ｃ

保留

不能

ウロビリノーゲン
基準範囲

陽 性

（±）～（＋）

（－

＝

）以上

ａ

ｂ

ビリルビン
基準範囲

陽 性

（－）

（＋）

ａ

ｃ
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（注１）生理中で他の所見が�の場合は判定保留 （注２）女性で他の所見」が�の場合は�

検 査 項 目 基 準 判定

尿

ケトン体

基準範囲

弱 陽 性

陽 性

（－）

（±）

（＋）以上

ａ

ｂ

ｃ

微量アルブミン
基準範囲

陽 性

（－）～（±）

（＋）以上

ａ

ｃ

アミラーゼ

（U／l）

基準範囲

基準範囲外

１０１～９１０ ａ

ｂ

亜硝酸塩
基準範囲

陽 性

（－）

（＋）

ａ

ｃ

比 重

基準範囲

高 値

低 値

１．００２～１．０３０

１．０３１以上

１．００１以下

ａ

ｂ

ｂ
判定項目 ａ ｂ ｃ

沈

渣

赤血球

白血球

扁平上皮

移行上皮

尿細管上皮

５以下／HPF

１０以下／HPF

１０以下／HPF

１０以下／HPF

２以下／HPF

６～３０／HPF

１１～３０／HPF

１１～３０／HPF

１１～３０／HPF

３～１０／HPF

（注１）３１以上／HPF

３１以上／HPF

（注２）３１以上／HPF

３１以上／HPF

１１以上／HPF

硝子円柱

顆粒円柱

その他の円柱

５以下／WF

３以下／WF

６～１９／WF

４～９／WF

１～９／WF

２０以上／WF

１０以上／WF

１０以上／WF

異型細胞

異常結晶

Trichomonas

卵円形脂肪体

脂肪球

脂肪変性細胞

（＋）

１以上／LPF

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

男 女

赤血球数（RBC）

（１０４／µl）

基準範囲

境 界 値

減 少

増 多

４２０～５４９

３８０～４１９

５５０～５９９

３７９以下

６００以上

３８０～４８９

３５０～３７９

４９０～５４９

３４９以下

５５０以上

ａ

ｂ

ｂ

ｃ

ｃ

血色素量（Hb）

（g／dl）

基準範囲

境 界 値

低 値

高 値

１３．０～１６．９

１２．０～１２．９

１７．０～１７．９

１１．９以下

１８．０以上

１２．０～１４．９

１１．０～１１．９

１５．０～１５．９

１０．９以下

１６．０以上

ａ

ｂ

ｂ

ｃ

ｃ

血球容積（Ht）

（％）

基準範囲

境 界 値

低 値

高 値

４０．０～４９．９

３８．０～３９．９

５０．０～５２．９

３７．９以下

５３．０以上

３５．０～４４．９

３２．０～３４．９

４５．０～４６．９

３１．９以下

４７．０以上

ａ

ｂ

ｂ

ｃ

ｃ

平均赤血球血色素量

（MCH）

（pg）

基準範囲

境 界 値

低 値

２８．０～３３．９

２６．０～２７．９

２５．９以下

３４．０～３５．９

高 値 ３６．０以上

ａ

ｂ

ｃ

平均赤血球容積

（MCV） （fl）

基準範囲

境 界 値

低 値

８５．０～１００．９

８０．０～８４．９

７９．９以下

１０１．０～１０４．９

高 値 １０５．０以上

ａ

ｂ

ｃ

４．判定基準（平成２０年度） 9総 括



検 査 項 目 基 準 判定

平均赤血球血色素濃度

（MCHC） （g／dl）

基準範囲

境 界 値

低 値

３１．０～３４．９

３０．０～３０．９

２９．９以下

３５．０～３５．９

高 値 ３６．０以上

ａ

ｂ

ｃ

白血球数（WBC）

（１０２／µl）

男 女

基準範囲

境 界 値

減 少

増 多

４０～９４

３５～３９ ９５～１０４

３４以下

１０５以上

３５～８９

３０～３４ ９０～９９

２９以下

１００以上

ａ

ｂ

ｃ

ｃ

血小板数（Plt）

（１０４／µl）

基準範囲

境 界 値

減 少

増 多

１５．０～３５．９

１３．０～１４．９ ３６．０～３９．９

１２．９以下

４０．０以上

ａ

ｂ

ｃ

ｃ

全血比重

男 女

基準範囲

境 界 値

低 値

高 値

１．０５４～１．０６４

１．０４９～１．０５３

１．０４８以下

１．０６５以上

１．０５１～１．０６４

１．０４６～１．０５０

１．０４５以下

１．０６５以上

ａ

ｂ

ｃ

ｃ

白

血

球

分

類

等

好 中 球 （％）
基準範囲

高 値

３１．０～７９．９

８０．０以上 低 値 ３０．９以下

ａ

ｂ

リンパ球 （％）
基準範囲

高 値

１０．０～５９．９

６０．０以上 低 値 ９．９以下

ａ

ｂ

単 球 （％）
基準範囲

高 値

１．０～１０．９

１１．０以上 低 値 ０．９以下

ａ

ｂ

好 酸 球 （％）
基準範囲

高 値

８．９以下

９．０以上

ａ

ｂ

好塩基球 （％）
基準範囲

高 値

２．９以下

３．０以上

ａ

ｂ

大型非染色球（％）
基準範囲

高 値

３．４以下

３．５以上

ａ

ｃ

芽 球 （＋） ｃ

異型リンパ球
（＋） ３～４％未満

（－

＝

） ４％以上

ｂ

ｃ

核左方移動 桿状核好中球 １５％以上 ｂ

幼若顆粒球 （＋） ｃ

有核赤血球 （＋） ｃ

網赤血球数

（％）

基準範囲

減 少

０．８～２．４

０．７以下 増 加 ２．５以上

ａ

ｂ

血清鉄（Fe）

（µg／dl）

基準範囲

境 界 値

高 値

８０～１５９

６０～７９ １６０～１９９

２００以上 低 値 ５９以下

ａ

ｂ

ｃ

総鉄結合能（TIBC）

（µg／dl）

基準範囲

境 界 値

高 値

２４０～４１９

４２０～５９９

６００以上

低 値 ２３９以下

ａ

ｂ

ｃ

フェリチン（FER）

（ng／ml）

男 女

基準範囲

低 値

高 値

１５．０～２２０．９

１４．９以下

２２１．０以上

１０．０～８０．９

９．９以下

８１．０以上

ａ

ｂ

ｂ
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検 査 項 目 基 準 判定

赤血球沈降速度（BSR）

（mm／１時間）

男 女

基準範囲

境 界 値

促 進

遅 延

１～１１

１２～１５

１６以上

１未満

１～１８

１９～２３

２４以上

１未満

ａ

ｂ

ｃ

ｃ

ＡＳＴ（GOT）

（U／l）

基準範囲

境 界 値

高 値

３０以下

３１～５０

５１以上

ａ

ｂ

ｃ

ＡＬＴ（GPT）

（U／l）

基準範囲

境 界 値

高 値

３０以下

３１～５０

５１以上

ａ

ｂ

ｃ

γ‐GTP
（γ‐グルタミールトラン
スペプチターゼ）（U／l）

基準範囲

境 界 値

高 値

５０以下

５１～１００

１０１以上

ａ

ｂ

ｃ

ＡＬＰ

（アルカリ性フォスファターゼ）

（U／l）

基準範囲

境 界 値

高 値

１２０～３８９

３９０～４４９

４５０以上

低 値 １１９以下

ａ

ｂ

ｃ

ＬＡＰ

（ロイシンアミノペプチターゼ）

（U／l）

基準範囲

境 界 値

高 値

６９以下

７０～７９

８０以上

ａ

ｂ

ｃ

ＬＤＨ

（乳酸脱水素酵素）（U／l）

基準範囲

境 界 値

高 値

１１０～２１９

２２０～２４９

２５０以上

低 値 １０９以下

ａ

ｂ

ｃ

ＺＴＴ（硫酸亜鉛試験）

（U）

基準範囲

境 界 値

高 値

２．０～１０．９

１．０～１．９ １１．０～１２．９

１３．０以上 低 値 ０．９以下

ａ

ｂ

ｃ

ＴＴＴ

（チモール混濁試験）（U）

基準範囲

境 界 値

高 値

３．９以下

４．０～４．９

５．０以上

ａ

ｂ

ｃ

ChE（コリンエステラーゼ）

（U／l）

基準範囲

境 界 値

高 値

２００～４６９

４７０～５４９ １４０～１９９

５５０以上 低 値 １３９以下

ａ

ｂ

ｃ

総ビリルビン（TB）

（mg／dl）

基準範囲

境 界 値

高 値

０．２～１．１

０．１～０．２未満 １．２～１．４

１．５以上 低 値 ０．１未満

ａ

ｂ

ｃ

直接ビリルビン（DB）

（mg／dl）

基準範囲

境 界 値

高 値

０．２以下

０．３～０．７

０．８以上

ａ

ｂ

ｃ

間接ビリルビン（IB）

（mg／dl）

基準範囲

境 界 値

高 値

０．１～１．１

１．２～１．６

１．７以上

ａ

ｂ

ｃ

黄疸指数（I I）

基準範囲

境 界 値

高 値

３～７

２ ８～１０

１１以上 低 値 １以下

ａ

ｂ

ｃ

総蛋白（TP）

（g／dl）

基準範囲

境 界 値

高 値

６．４～８．２

６．０～６．３ ８．３～８．９

９．０以上 低 値 ５．９以下

ａ

ｂ

ｃ
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検 査 項 目 基 準 判定

アルブミン（Alb）

（g／dl）

基準範囲

境 界 値

高 値

４．０～５．１

３．７～３．９ ５．２～５．４

５．５以上 低 値 ３．６以下

ａ

ｂ

ｃ

ＡＧ比（A ／ G）

基準範囲

境 界 値

高 値

１．１０～２．２９

０．９０～１．０９ ２．３０～２．５９

２．６０以上 低 値 ０．８９以下

ａ

ｂ

ｃ

蛋
白
分
画
（
％
）

アルブミン 基準範囲 ５９．０～７２．０ ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ｂ

グ
ロ
ブ
リ
ン

α１
α２
β
γ

基準範囲

基準範囲

基準範囲

基準範囲

１．８～３．４

５．５～１０．０

６．５～１０．８

１０．２～２１．０

基準範囲外

総アミラーゼ（Amy）

（U／l）

基準範囲

境 界 値

高 値

３５～１１９

３０～３４ １２０～１６４

１６５以上 低 値 ２９以下

ａ

ｂ

ｃ

膵アミラーゼ（P‐Amy）

（U／l）

基準範囲

境 界 値

高 値

１５～５４

１０～１４ ５５～７９

８０以上 低 値 ９以下

ａ

ｂ

ｃ

総コレステロール（TC）

（mg／dl）

基準範囲

境 界 値

高 値

１３０～２１９

１００～１２９ ２２０～２３９

２４０以上 低 値 ９９以下

ａ

ｂ

ｃ

HDL‐コレステロール

（HDL‐C） （mg／dl）

基準範囲

境 界 値

低 値

４０～９９

３５～３９

３４以下

高 値 １００以上

ａ

ｂ

ｃ

LDL‐コレステロール

（LDL‐C） （mg／dl）

基準範囲

境 界 値

高 値

１１９以下

１２０～１３９

１４０以上

ａ

ｂ

ｃ

中性脂肪（TG）

（mg／dl）

空腹時 随 時

基準範囲

境 界 値

低 値

高 値

４０～１４９

１５０～２３９

３９以下

２４０以上

４０～１６９

１７０～２３９

３９以下

２４０以上

ａ

ｂ

ｂ

ｃ

β‐リポ蛋白（β‐Lip）
（mg／dl）

基準範囲

境 界 値

高 値

１９０～５９９

６００～６９９

７００以上

低 値 １８９以下

ａ

ｂ

ｃ

リン脂質（PL）

（mg／dl）

基準範囲

境 界 値

高 値

１５５～２５９

２６０～２８９

２９０以上

低 値 １５４以下

ａ

ｂ

ｃ

尿素窒素（BUN）

（mg／dl）

基準範囲

境 界 値

高 値

７～１９

５～６ ２０～２４

２５以上 低 値 ４以下

ａ

ｂ

ｃ

クレアチニン（Cre）

（mg／dl）

男 女

基準範囲

境 界 値

低 値

高 値

０．５～１．０

０．４ １．１～１．４

０．３以下

１．５以上

０．３～０．７

０．２ ０．８～１．４

０．１以下

１．５以上

ａ

ｂ

ｃ

ｃ
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検 査 項 目 基 準 判定

尿 酸（UA）

（mg／dl）

男 女

基準範囲

境 界 値

低 値

高 値

４．０～６．９

３．１～３．９ ７．０～８．４

３．０以下

８．５以上

２．７～５．４

２．０～２．６ ５．５～６．９

１．９以下

７．０以上

ａ

ｂ

ｃ

ｃ

ナトリウム（Na）

（mEq／l）

基準範囲

境 界 値

高 値

１３９～１４７

１３７～１３８ １４８～１４９

１５０以上 低 値 １３６以下

ａ

ｂ

ｃ

カリウム（K）

（mEq／l）

基準範囲

境 界 値

高 値

３．４～４．９

３．０～３．３ ５．０～５．４

５．５以上 低 値 ２．９以下

ａ

ｂ

ｃ

塩 素（Cl）

（mEq／l）

基準範囲

境 界 値

高 値

１００～１１０

９６～９９ １１１～１１４

１１５以上 低 値 ９５以下

ａ

ｂ

ｃ

カルシウム（Ca）

（mg／dl）

基準範囲

境 界 値

高 値

８．６～１０．３

８．０～８．５ １０．４～１０．９

１１．０以上 低 値 ７．９以下

ａ

ｂ

ｃ

無機リン（IP）

（mg／dl）

基準範囲

境 界 値

高 値

２．５～４．４

２．０～２．４ ４．５～４．９

５．０以上 低 値 １．９以下

ａ

ｂ

ｃ

HBs抗原

基準範囲

陽 性

（－）

（＋）持続

（＋）初回

ａ

ｂ

ｃ

ＨＣＶ
基準範囲

陽 性

現在「Ｃ型肝炎ウィルス」に感染していない可能性が極めて高い。

現在「Ｃ型肝炎ウィルス」に感染している可能性が極めて高い。

ａ

ｃ

ＲＦ（リウマチ因子）

（IU／ml）

基準範囲

境 界 値

高 値

１４．９以下

１５．０～２９．９

３０．０以上

ａ

ｂ

ｃ

ＣＲＰ（Ｃ反応性蛋白）

（mg／dl）

基準範囲

境 界 値

高 値

０．２９以下

０．３０～０．４９

０．５０以上

ａ

ｂ

ｃ

ＣＥＡ

（癌胎児性蛋白抗原）

（ng／ml）

基準範囲

境 界 値

高 値

４．９以下

５．０～６．９

７．０以上

ａ

ｂ

ｃ

ＡＦＰ

（α‐フェトプロテイン）
（ng／ml）

基準範囲

高 値

判定保留

１９以下

２０以上

妊娠中で２０以上

ａ

ｂ

保留

ＰＳＡ（前立腺特異抗原）

（ng／ml）

５０歳未満 ５０歳以上

基準範囲

境 界 値

高 値

１．９以下

２．０～３．９

４．０以上

２．９以下

３．０～３．９未満

４．０以上

ａ

ｂ

ｃ

ペプシノゲン（PG）

PGⅠ PGⅠ／PGⅡ

組 合 せ

７０．１以上

７０．１以上

７０．０以下

７０．０以下

かつ

かつ

かつ

かつ

３．１以上

３．０以下

３．１以上

３．０以下

ａ

ｂ

ｂ

ｃ

ヘリコバクター・ピロリ抗体

（Hp）

基準範囲

陽 性

（－）～（±）

（＋）

ａ

ｂ
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検 査 項 目 基 準 判定

眼 圧

（mmHg）

基準範囲

境 界 値

高 値

１７以上

１８～１９

２０以上

ａ

ｂ

ｃ

眼 底

K‐W : Keith-Wagener

分類

慶大変法

H・S : Scheie分類

循環協変法

内
科
所
見

Ｋ－Ｗ所見（群） Ｈ所見（度） Ｓ所見（度）

０

Ⅰ～Ⅱa
Ⅱb～Ⅳ

０

１～２

３～４

０

１～２

３～４

ａ

ｂ

ｃ

不能判定不能

眼
科
所
見

特記所見なし

軽度所見（要経過観察所見）

異常所見（要精密検査所見）

判定不能

ａ

ｂ

ｃ

不能

肥 満 度

（％ライン）

厚生労働省

『肥満とやせの判定表』より

やせすぎ

やせぎみ

ふ つ う

ふとりぎみ

ふとりすぎ

９以下

１０～２４

２５～７４

７５～８９

９０以上

妊娠時検査対象外

ｂ

ｂ

ａ

ｂ

ｂ

ＢＭＩ（Body Mass Index）

（体格指数）

基準範囲

高 値

低 値

１８．５～２４．９

２５．０以上

１８．４以下

妊娠時検査対象外

ａ

ｂ

ｂ

腹 囲

（cm）

男 女

基準範囲

高 値

８４．９以下

８５．０以上

８９．９以下

９０．０以上

妊娠時検査対象外

ａ

ｂ

体
脂
肪
率
（
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
法
）

一日人間ドック他用

（％）

男 女

基準範囲

境 界 値

低 値

高 値

１５．０～２４．９

２５．０～２９．９

１４．９以下

３０．０以上

２０．０～２９．９

３０．０～３４．９

１９．９以下

３５．０以上

妊娠時検査対象外

ａ

ｂ

ｂ

ｃ

レディースドック用

（％）

１８～３９歳 ４０～５９歳 ６０歳以上

基準範囲

境 界 値

低 値

高 値

２１．０～３４．９

３５．０～３９．９

２０．９以下

４０．０以上

妊娠時検査対象外

２２．０～３５．９

３６．０～４０．９

２１．９以下

４１．０以上

２３．０～３６．９

３７．０～４１．９

２２．９以下

４２．０以上

ａ

ｂ

ｂ

ｃ

細

胞

診

診 断 指 示 事 項

子宮頸部 Class

Ⅰ，Ⅱ

Ⅱb
Ⅲa，Ⅲ，Ⅲb，Ⅳ，Ⅴ

特記所見なし

６ヶ月後要再検査

要精密検査

ａ

ｂ

ｃ

子宮体部

陰 性

疑 陽 性

陽 性

特記所見なし

要精密検査

要精密検査

ａ

ｃ

ｃ

喀 痰

区 分

（肺がん

学会による）

Ｂ

Ｃ

Ｄ，Ｅ

Ａ

なし

３～６ヶ月後要再検査

要精密検査

材料不適のため診断不能

ａ

ｂ

ｃ

不能
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検 査 項 目 基 準 判定

画

像

診

断

心 電 図

（安静時・運動負荷時・ホルター）

胃部Ｘ線

超音波（乳房、甲状腺除）

Ｍ Ｒ Ｉ・Ｍ Ｒ Ａ

特記所見なし

軽度所見（処置不要または要経過観察所見）

異常所見（要精密検査所見）

判定不能

ａ

ｂ

ｃ

不能

マンモグラフィ（MMG）

特記所見なし

軽度所見（処置不要）

異常所見（要精密検査所見）

ａ

ｂ

ｃ

超音波（乳房）

特記所見なし

軽度所見（処置不要）

所見あり（経過観察所見）

異常所見（要精密検査所見）

ａ

ｂ

ｃ

ｃ

胸部Ｘ線（肺がん検診）

マルチヘリカルＣＴ

区分および定義（肺がん学会による）

Ｂ 異常所見なし

Ｃ 精密検査を要しない所見

Ｄ，Ｅ 精密検査を要する所見

Ａ 読影不能

ａ

ｂ

ｃ

不能

胸部Ｘ線（肺がん検診以外）

特記所見なし

軽度所見（処置不要または要経過観察所見）

異常所見（要精密検査所見）

ａ

ｂ

ｃ

肺 機 能

％肺活量 １秒率（％）

基準範囲

閉 塞 性

拘 束 性

混 合 性

８０．０以上

８０．０以上

８０．０以上

６０．０～７９．９

５９．９以下

６０．０～７９．９

６０．０～７９．９

５９．９以下

７０．０以上

５５．０～６９．９

５４．９以下

７０．０以上

７０．０以上

５５．０～６９．９

５４．９以下

６９．９以下

ａ

ｂ

ｃ

ｂ

ｃ

ｂ

ｃ

ｃ

酸素飽和度

（％）

基準範囲

高 値

低 値

９５～１００

９１～９４

９０以下

ａ

ｂ

ｃ

ＡＢＩ

（足関節上腕血圧比）

基準範囲

高 値

低 値

０．９～１．２

１．３以上

０．８以下

ａ

ｂ

ｃ

ＣＡＶＩ（心臓足首血管指数）

（m／s）

基準範囲

高 値

８．９以下

９．０以上

ａ

ｃ

ＢＮＰ（ヒト脳性ナトリ

ウム利尿ペプチド）

（pg／ml）

基準範囲

境 界 値

高 値

３９．９以下

４０．０～５９．９

６０．０以上

ａ

ｂ

ｃ

高次脳機能検査

（改訂 長谷川式）

基準範囲

低 値

２１点以上

２０点以下

ａ

ｃ

音響的骨評価値（OSI）

（１０６）

※１８歳以上の全年齢

男 女

基準範囲

境 界 値

低 値

２．６１９以上

２．３２８～２．６１８

２．３２７以下

２．４２８以上

２．１５８～２．４２７

２．１５７以下

ａ

ｂ

ｃ
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＜判定の見方＞

定 義 判定

基準範囲内または特記所見なし

境界値または軽度所見

異常値または異常所見

判定保留

判定不能または検体不適

ａ

ｂ

ｃ

保留

不能

検 査 項 目 基 準 判定

唾

液

ＬＤＨ

（U/l）

基準範囲

境 界 値

高 値

０～２７０

２７１～２８１

２８２以上

ａ

ｂ

ｃ

Ｈｂ

（µg/ml）

基準範囲

境 界 値

高 値

０～１．６

１．７～４．１

４．２以上

ａ

ｂ

ｃ
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